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gpt　deltaマ ウ ス 由来 の 不死化細胞株 の 樹立 と、　irl　vitro

遺伝チ突然変異検出系へ の 応用
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　gpt　deltaマ ウス は、λEG10 ベ クタ
ー

を組込 まれ

た トラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク マ ウ ス であ り、変異原物

質 に よ り誘発 さ れた点突然変異お よび欠失変異

を感度よ く検出 口∫能な 跏 卿 o 試験系 で あ る 。

　こ の gpt　deha マ ウ ス よ り 不死化細胞株 を樹立

する こ と に よ り、λEGIO ベ クターを保有する細

胞株 の 作製が可能で ある と考え られ た。また、

こ の 細胞株 を利用する こ とで、少量の 化合物を

用 い て 、多様な変異 を検 出 卩∫能で 、か っ 変異 の

解析 が容易な in　vitro 試験 系 の 確立が出来 るも の

と期 待 された。

　そ こ で 今回、gpt　deltaマ ウ ス 肺 由来 の 線維 芽細

胞 を初代培養 し 、こ れ に 新 た に 作製 し た SV40
1arge　T 抗原発現 ベ クタ

ーを 導人す る こ と に よ り、

不死 化細胞株を得た。さ らに 、こ の 細胞 をク ロ

ー
ニ ン グし て gpt　delta　Ll 細胞 を樹立し た。

　gpt　delta　Ll　an胞 に ラ ッ ト肝 S9 存在 下で

banzo 【a］pyrene を 6 時 間暴露させ 、約 1 週間培養

した後 に 6−thioguanine　selection お よび Spi
−

selection によ り変異頻度 を測定 した。そ の 結果 、

何 れ の 場合 も変異頻度 が溶媒 対照処置細胞 と比

較 し て 有意 に 増加 した 。

　こ の こ と か ら、gρt　delta　Ll 細胞 は in・vitr ・ 遺伝

子突然変異検出系と して 利用可能で ある こ と が

示唆された。
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中国 で は経済発展 とともに大量 の 石炭等が燃

料と して 消費され て い るが、大気中 へ の 汚染

物質の排出規制は我が国と比べ る と未だ緩 い

も の で あ る 。中国は我が国 の 偏西風 の 風上 に

位置 し、様 々 な大気汚染物 質が越境して きて

い る。そ こ で、中国 の 東北地 方 の 遼寧省の 省

都 であ り重工業都 市であ る沈陽市の 大気浮遊

粉塵に つ い て 遺伝 毒性の実態と季節変動 を検

討 した。

沈 陽市 の 3箇所 （道路 近傍、工業地域 、住居

地域） に HV サ ンプラ
ー

を設 置 し、2000 年9月

か ら2001月8月 の 1年間の 大気浮遊粉塵サ ン プ

ルを採 取 した。ジク ロ ロ メ タ ン を抽出溶媒 と

して 超 音波法によ っ て 大気浮遊粉塵か ら有機

物質 を抽出、抽出溶媒を留去 し、DMSO に溶

解 した。こ れ らの サ ンプルで ヒ ト肝癌由来 の

HepG2 細 胞お よびヒ トリンパ 腫 由来 の WTKl

細 胞 を4時間処 理、コ メ ッ トア ッ セイ によ っ

て DNA 損傷 の 誘発 を検 出 した。　 HepG2 細胞 は

一S9条 件下 で 、　 WTK1 細胞 は・S9、＋ S9 （ラ ッ

ト肝）の 条件下で コ メ ッ トア ッ セイ を行 っ た。

3地点 の サ ン プル とも両細胞の 一S9の 条件下 で

DNA 損傷 の 誘 発 は み られ 、冬 季 に 高 い 値 と

な る傾向 にあ っ た。WTKI 細 胞で は＋S9の 条

件下 で もDNA 損傷の 誘発 はみ られ たが 、−S9

の 方で高 い値が得 られ る傾向に あ っ た 。 現在 、

ヒ ト肝 S9を用 い た検討 を行 っ て い る の で 、 そ

の 結果 も併せ て 報告す る。
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